
Ⅰ．はじめに

　クロマツやアカマツのマツ材線虫病抵抗性育種を進めるために

は，マツ材線虫病に対する抵抗性メカニズムならびにその遺伝様

式を明らかすることが必要である。そこで著者らは，抵抗性に関

する基礎情報を得るため，田辺ク－５４が母樹，波方ク－３７ならび

に三崎ク－９０が花粉親である２家系について２年にわたりマツノ

ザイセンチュウ接種試験結果を比較し，交配家系の枯死率は一定

で，かつ接種試験期間中の降水量といった環境変動に大きく影響

されない可能性があることを示した（倉本ら，２００５）。また，地

際径と抵抗性の間の関連性を検討した結果，枯死個体群の方の地

際径が若干小さいという傾向が見られたが，統計的に有意な差は

観察されなかったことを示した（倉本ら，２００５）。しかし，２００３

年の個体数が少ないこと，そして比較した接種回数が２回と少な

いことから，誤差が含まれている可能性がある。そこで，再度同

一交配組み合わせについて接種試験を行い，枯死率ならびに地際

径と抵抗性の関連性を検討した。

Ⅱ．材料および方法

１．材料

　供試材料は，田辺ク－５４×波方ク－３７と田辺ク－５４×三崎ク－

９０の２交配家系の一年生苗である。なお，調査個体数はそれぞれ

６１個体，９０個体である。これら２家系は，林木育種センター九州

育種場にある抵抗性クロマツ採種園で２００１年４月に交配し２００２年

に採種した種子を，２００４年３月に播種した。２００５年３月に３回反

復で１プロットあたりほぼ均等本数になるよう床替えを行い，

２００５年７月２６日および２７日にマツノザイセンチュウ接種試験に供

した。２００３年および２００４年のデータとして，倉本ら（２００４）の同

じ２家系のデータを使用した。なお，以下では田辺ク－５４×波方

ク－３７は×波方３７，田辺ク－５４×三崎ク－９０は×三崎９０と以後記

述する。

２．枯死個体数調査

　本研究では，マツノザイセンチュウ接種後第８週目までに枯死

した個体数を調査した。なお，針葉全体が赤褐色に変色した個体

を枯死個体とした。ついで，調査した結果をもとに，交配組み合

わせ毎に枯死率を求めた。さらに，倉本ら（２００５）のデータを加

え，２００３年，２００４年および２００５年の枯死率について一元配置分散

分析を行い，枯死率に年次変動が存在するか検討した。

３．地際径調査

　調査個体数は×波方ク－３７家系では３０個体，×三崎ク－９０家系

では４０個体である。これらの家系に対し，接種前にデジタルノギ

スで測定し，接種試験の結果観察された枯死個体と生存個体毎に

区分し，それらの区分間で地際径に差があるか検討した。また，

２００４年の結果（倉本ら，２００５）との比較を行った。

Ⅲ．結果および考察

１．２家系の枯死率の年次変動

　２００３年度，２００４年度および２００５年度の枯死率を表－１に示す。

２００３年から２００５年にかけての枯死率は×波方３７がそれぞれ４４．０％，

４５．６％および４１．０％，×三崎９０は４２．９％，４２．７％および４０．０％で

あった。次に，これら２家系について３年間の枯死率に対し一元

配置の分散分析を行った結果，枯死率に差が認められなかった

（表－１）。これまでの報告では，接種後の降水量が試験結果に影

響しているとした報告（戸田，１９９７）や，そうでない結果となっ

た報告がある（宮原ら，２００２a）。本研究の調査期間中の降水量は，

３年間で大きく異なり（表－２），接種試験地である苗畑の土壌

水分環境が異なることが推測される。しかし，３年間の調査結果

から年次間差は見られなかったことから，交配家系は，接種後の

降水量と関係なく安定している可能性が示唆された。一方，後藤

ら（２００２）は抵抗性クロマツの自然交配種子由来の実生苗につい

て，DNAマーカーによって花粉親を同定し，各交配組み合わせの

生存状況を調査・比較している。そこでは接種試験の年次，およ
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び試験地は，本報告と異なっているにもかかわらず，田辺ク－５４

×波方クー３７の枯死率は４２％であり，本研究の結果とほぼ同値

であった。以上の結果から，交配家系の枯死率は，接種後８週間

の降水量の相違に関係なく，ほぼ安定している可能性が示唆され

た。

２．地際径の接種試験への影響

　表－３に，調査結果を示した。２００４年および２００５年の調査結果

では×波方３７，×三崎９０の両家系ともに枯死個体群と生存個体群

間での地際径の平均値には有意差が見られなかった。また，２００４

年の調査結果では，２家系とも枯死個体群の方の地際径が若干小

さいという傾向が見られたが，２００５年の調査結果では×波方３７は

枯死個体群の方が生存個体群よりも平均地際径が大きい結果と

なった。以上の結果から，１年生苗では地際径と枯死率間には関

連性のないことが示唆された。

　以上のように，供試した２交配家系では，抵抗性クロマツ後代

の接種試験後の枯死率は年次変動やサイズ効果に影響されない可

能性が示唆された。この結果は，少なくともクロマツでは環境的

な要因よりも，遺伝的な要因の支配が強いことを示唆しており，

今後のマツ材線虫病抵抗性メカニズムを解明する際の重要な情報

となろう。さらに，これまで抵抗性クロマツについては，花粉親

の寄与が採種園や年次によって異なることが報告されており（宮

原ら，２００２b，倉本ら，２００４），また，採種園によって同じク

ローンから得られる自然交配家系は，そのクローンの周囲に配置

されているクローンの抵抗性評価によって生存率が異なることが

報告されている（宮原ら，２００５）。これらの事例から，花粉親の

寄与における年次間や採種園間での変動が生存率の年次変動や採

種園間差をもたらす原因である可能性が考えられる。今後，より

多くの交配家系に対し接種後の枯死率を調査し，複数年次間でも

生存率が変動しないことが確認できれば，最も抵抗性能力を保有

した自然交配家系種子を得ることに重点を置いた採種園設計を行

う必要があると考える。
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表－１．抵抗性クロマツ交配２家系の３年間の枯死率

確率＊
枯死率（％）

家系名
２００５年２００４年２００３年

N．S．４１．０（６１）４５．６（１６０）４４．０（２５）×波方ク－３７

N．S．４０．０（９０）４２．７（２５３）４２．９（３５）×三崎ク－９０

＊：各家系の３年間の枯死率に関する分散分析の結果
２００３年および２００４年の結果は，倉本ら（２００５）による
（　）内は接種個体数

表－２．接種後８週間の降水量

降水量＊（mm）接種年

４６０．５２００３年

３４９．０２００４年

２９４．０２００５年

＊：アメダスデータ（熊本市）を使用した。

表－３．各家系における枯死個体群と生存個体群の平均地際径

平均地際径（mm）
状態家系名

２００５年２００４年

N．S．
７．１０（１２）７．３６（３３）枯死

×波方ク－３７
６．８０（１８）７．６３（４０）生存

N．S．
６．００（１４）６．６６（３２）枯死

×三崎ク－９０
６．４０（２６）７．１３（４６）生存

（　）内は接種個体数


